




































































問題j， rスタグフレーションj， r国際化j， r高齢化j， r先端技術化j，
および「市場の変化」が挙げられている(第 1章)。ついで，かかる環境変
化が企業の「行動基準」ないし経営目標の多元化を要請している乙とが述べ












































は，公害防止費，公害補償費，グリーンベルトの設置費等が関連する o (61 
~2 頁)J それはともかく本書では，企業の「社会性」への言及がしばしば












となる J (210頁)乙とが指摘されるとともに r社会性JI乙関して重要と
なる事項として「現地化の推進j， rインダスリアノレ・パーク的構想j， r投
資先分散j，および「受入国の開発促進」が挙げられている。
このように本書にあっては，企業の「社会性」を中心に，企業の社会的責
任の問題が少なからずとり上げられているo
E 本 書の意義
本書の基本的特徴としては上述のように，体系的・総合的接近ならびに企
業の「社会性」の強調を挙げることができるo むろん本書の特徴としては，
著者自身が序で強調するところの，理論的研究と実践的研究との統合，およ
び大企業と中小企業との二面的考察といったことを挙げてもよいかもしれな
い。しかしながら， こ乙では基本的特調として前記の二つを示すことにす
るo
172 経営と経済
それでは，本書はどのような意義を有するであろうかロ乙の点についてい
うならば，本書が実践においてワーカブノレであるような経営政策論の展開に
対して寄与しうるものを少なからず有していることは，明らかである D かか
る貢献は，既に眺めた本書の基本的特徴に関連する o
すなわち，現代の企業は変化する企業環境に適応しえねばならず，乙こか
らそれは適応のための理論的手引きを必要とするのであって，かかる要請に
答えうるような経営政策論の確立が今日緊契となっている。乙の場合，その
ような政策論は，現代の企業が直面する多様な環境変化を認識するととも
に，そのような変化に照応して企業が設定を必要とするところの経営目的お
よび経営戦略を総合的に論ずるものであることを必要とする。そして，問題
への体系的・総合的接近を基本的特質の lつとしてもつ本書が，かくの如き
政策論の展開に対して貢献しうることは否定しえないであろう o
加うるに，現代の企業に対し対応を要請するところの基本的な環境変化の
一つは企業環境主体の多様化と企業へのこれら主体の期待の変化である D 換
言すると企業は，利潤追求を含めて多様な経済的ならびに非経済的な責任の
履行を社会から要請されており，その経営者はかかる社会的責任の履行を通
じて企業の存続と成長を図るととを不可避とされている O そして，乙乙から
現代の経営政策はその中味において社会的責任指向の経営政策である乙とを
必要とするのである。されば r収益性」のみならず「社会性」や「生産
性J，等を企業の「行動基準」として強調するところの本書はこの意味でも，
現代の要請に応えうるような経営政策論の確立に対し寄与をなしうることに
なる o
以上のように本書は，経営学研究の進展に対し貢献を行っているといって
よい。むろん，本書の内容については問題点も少なからず指摘しうるであろ
う。例えば，企業環境の変化の分析に関連していえば，主要な環境変化のー
っとして社会のひとびとの価値観の変化が論ぜられるべきであろう D また，
企業の「行動基準」の考察に関連しては，具体的な企業目的たる経営目標が
とり上げられるのみに止まらず，経営理念の動向とあり方についても検討が
なされる必要があると思われる。あるいは経営目標についても従業員の自己
吉戸昌昭著『現代企業行動論』を読んで 173 
実現欲求への対応のような非経済的目標も強調されることも重要であるとと
もに，多元的な経済的ならびに非経済的な目標の統合のための方、法について
なんらかのより具体的な方策が提示されるととが望まれるo 更には，経営目
的の達成のための経営戦略ないし「経営行動」に関しても，社会監査やディ
スクロージャー等の問題への言及も必要であろう o むろん，乙れらの注文は
望萄の誘たることを免がれないであろうし，著者自身にあっても，なにが今
後の課題として残されているかについての十分な認識が存在する o
以上で明らかなように，本書は現代の経済社会において有用であるような
経営政策論の展開を試みるものであるとともに，本書のそのような意図はか
なりに達成されているとみてよい。筆者の努力に敬意を表するとともに，今
後の研究成果lこ期待をするものである。
